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特集
取引実態と会計判断の接続が肝心

収益認識実務の
再点検

5ステップにおける実務上の確認事項を整理
なぜいま収益認識実務を
再点検するのか
過年度訂正事例からみえてくる
収益認識実務における
再点検のポイント
限られたリソースで機能させるために
収益認識実務の再点検を
実務に定着させるポイント

収益認識会計基準は、2021年4月1日開始年度からの適用から一定期間が経過して
いる。適用初年度に整理した会計処理を前提に実務が運用されている企業も多いと思
われるが、収益認識の判断については、企業の事業内容や販売形態、契約条件などと
いったビジネスの変化に伴って、その取引実態を適切に会計処理が反映しているかを、
継続的に点検していく必要がある。
そこで、本特集では、リソースに限りがあり、毎期網羅的に点検することのできない企業
のために、取引実態の変化の兆候を捉え、会計処理の判断を適時に見直すしくみや、過年
度訂正事例等をもとにどのような見直すべき点が考えられるか、解説していただいた。
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議
で
あ
る
。
９
月
中
旬
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ

（
欧
州
中
央
銀
行
）、
米
連
邦
準
備
制

度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）、
日
本
銀
行

は
相
次
い
で
金
融
政
策
決
定
会
議

を
開
き
、
揃
っ
て
政
策
金
利
を
０
・

２
５
％
引
き
上
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

主
要
国
の
株
価
は
上
昇
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
主
要
国
の
同
時

利
上
げ
が
、
世
界
の
株
価
の
転
機
と

な
っ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
主

要
国
は
利
上
げ
が
今
後
も
続
く
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は

今
回
の
利
上
げ
実
施
と
同
時
に
年
内

の
再
利
上
げ
を
表
明
し
た
。
日
本
銀

行
は
利
上
げ
を
続
け
、
そ
の
間
隔
が

狭
ま
る
と
表
明
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
、
政
策
金
利
の
動
向
に

影
響
を
及
ぼ
し
そ
う
な
の
は
、
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
の
行
動
で
あ
る
。
米

政
策
金
利
に
つ
い
て
大
統
領
は
か
ね

て
か
ら
利
下
げ
を
主
張
し
て
き
た

が
、
今
回
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
利
上
げ
に
踏
み

切
り
、
さ
ら
に
次
の
利
上
げ
も
表
明

し
て
い
る
。
支
持
率
低
迷
と
中
間
選

挙
の
敗
北
に
お
び
え
る
大
統
領
が
Ｆ

Ｒ
Ｂ
に
黙
っ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
こ
れ
か
ら
の
株
価
、債
券
相
場
、

円
相
場
な
ど
に
は
ま
だ
波
乱
が
あ
り

そ
う
だ
。


